
2004 年度 委員会活動成果報告 
（２００５年  ３月  ２５日作成） 

委員会名 各部構法計画小委員会 主 査 名：小西敏正 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 委員長名：服部岑生 

設 置 期 間       2004 年  4 月   ～    2008 年  3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

・ディテールに関する講演会を開催する。 

・先進的・特徴的な各部構法を採用した建築物の見学を行い資料を作成する。 
 

委員構成 
（委員名（所属）） 

小西 敏正（宇大），大島 隆一（小山高専），名取 発（理科大），大野 隆司（東京工芸大），小見 

康夫（武蔵工大），甲藤 正郎（東大），加藤 雅久（居住技術研究所），門脇 耕三（東京都立大），

菊地 勝広（横須賀），志岐 祐一（日東設計事務所），清家 剛（東大），中島 裕輔（工学院大），

南 一誠（郵政公社），脇山 善夫（建築研究所），松村 秀一（東大） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

外壁構法研究ＷＧ，建築部品・構法の変遷ＷＧ，構法教育検討ＷＧ 

2004 年度予算      １３５，０００ 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2004/06/28 6 名，2004/09/16 7 名 2004/11/19 5 名 2005/01/13 7 名

2005/03/07 6 名 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 
ディテールに関するミニ講演会を行った。 

 １．「プラダブティック青山店」のディテール（菊地宏氏） 

 ２．カーテンウォールシステムや建材システムの開発について（小島功氏） 

・現場見学会を行った。 

 相模原市南地区保健福祉センター 
 

得られた成果 

委員会 HP アドレス：  

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

建築部品の多様化の時代におけるディテール設計の重要性を確認し構法計画の

今後の方向性が明らかになった。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


